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　本年度は，玉川大学GCOEシンポジウムおよび日本動物心理学会例会との共催という形で，
“Expansion of associative learning theory”と題した国際シンポジウムを本学神田キャンパス 7号




































される多くの現象が同じく観察されることは大変興味深い。鮫島先生は， “Neural basis of 
conditioning and reinforcement learning: A mechanistic perspective on learning and decision” 
というタイトルで計算論的アプローチと強化学習理論，およびドパミン神経の予測誤差仮説につ
いてご紹介いただいたうえで，Rescorla-Wagner modelなどの連合学習理論がどのように関わっ
ていくのかを解説いただき，ご自身の反応価値符号化についての神経科学的研究についてご講
演いただいた。本シンポジウムの大きな目的でもある，連合学習理論が他の領域にどのようなイ
ンパクトを与えたのかを検討するうえで，鮫島先生の講演は大きく貢献するものであったと考え
られる。
　三名の講演者による講演の後に，参加者を交えた質疑応答を行い，閉会の辞としてDr. 
Rescorlaから「若手研究者へのメッセージ」をいただいた。連合学習研究を長年にわたってリー
ドしてきた研究者の言葉は大変に示唆に富むもので，若手研究者や大学院生のみならず，多くの
参加者に感銘を与えるものであったと思われる。本シンポジウムにおいて，当初の目的に加えて，
世界的に著名なDr. Rescorlaを交えて様々な議論を行えたことは大きな意味があったと思われる。
なお，本シンポジウムの詳細な講演録については本誌に掲載されているので，合わせて参照され
たい。
